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芸術

　
市
内
の
施
設
や
特
産
物
を
広
く
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
唱
歌
『
故

郷
』
『
朧
月
夜
』
１
０
０
周
年
記
念
事
業

「
２
０
１
４
も
み
じ
祭
り
」
を
開
催
し
ま

す
。

　
木
々
の
紅
葉
や
、
爽
や
か
な
秋
の
風
を

感
じ
な
が
ら
秋
の
味
覚
を
堪
能
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
11
月
９
日
㈰

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
３0
分

会
場
　
道
の
駅
「
ふ
る
さ
と
豊
田
」

内
容
　
き
の
こ
汁
の
提
供
、
お
や
き
・

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
・
地
元
農
産
物
な
ど
の
販

売
の
ほ
か
、
餅
つ
き
体
験
・
太
鼓
演
奏
な

ど
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

主
催
　
も
み
じ
祭
り
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

も
み
じ
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
豊
田
支
所
地
域
振
興
課
振
興
係
内
）

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
４
１
）

も
み
じ
祭
り

開催
　「
中
野
え
び
す
講
」
に
合
わ
せ
、
中
野

市
産
業
展
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
11
月
15
日
㈯
、
16
日
㈰

時
間
　
午
前
９
時~

午
後
５
時

　
　
※
16
日
㈰
は
午
後
４
時
ま
で

会
場
　
中
野
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
　
工
業
製
品
な
ど
の
展
示
、
き
の
こ

品
評
会
、
も
の
づ
く
り
体
験
「
ミ
ニ
畳
を

つ
く
ろ
う
」・「
コ
ケ
玉
を
作
ろ
う
」
な
ど

記
念
講
演
会
　

・
日
時
　
15
日
㈯
午
後
１
時
３0
分~

３
時

・
講
師
　
中な

か
む
ら村

智と
も
ひ
こ彦

さ
ん
（
神
戸
国
際
大

　
学
教
授
）

・
演
題
　
こ
ん
な
に
凄
い
！
日
本
の
モ
ノ
づ

　
く
り
～
生
き
残
り
の
道
は
コ
コ
に
あ
る
～

　
ま
た
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
駐
車
場
に

お
い
て
、姉
妹
都
市
で
あ
る
「
北
茨
城
市
」

の
水
産
加
工
品
販
売
を
行
い
ま
す
。

○
あ
ん
こ
う
の
つ
る
し
切
り
実
演

　
期
日
　
11
月
15
日
㈯

　
時
間
　
午
後
０
時
３0
分
か
ら

○
あ
ん
こ
う
鍋
・
イ
カ
焼
き
の
販
売

　
期
日
　
11
月
15
日
㈯
、
16
日
㈰

　
時
間
　
午
前
10
時
３0
分
か
ら

　
　
　
　
※
売
り
切
れ
次
第
、
販
売
終
了

○
水
産
加
工
品
販
売

　
期
日
　
11
月
15
日
㈯
、
16
日
㈰

　
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
※
16
日
㈰
は
午
後
３
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
商
工
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
６
）

信
州
中
野
商
工
会
議
所

☎
�
２
１
９
１

開催

中
野
市
産
業
展

第
30
回

２
０
１
４

礰
れ き み ん て ん

珉展入選作品決定
　第３３回礰珉展の作品審査を10月20日に行い、一般公募作品３2点と岺

れ い じ ゅ

樹会会員出品作品３３点の中から、入
選作品８点を決定しました。
　作品の展覧会は、11 月 16 日㈰まで、一本木公園展示館で開催しています。

問い合わせ先　文化スポーツ振興課文化振興係　☎（２２）２１１１（内線３９４）

賞 作品名 受賞者

中野市長賞 様
よ う そ う

相2014・出でよピカソ 池
い け だ

田 憲
け ん い ち ろ う

一郎

礰珉賞 雲と花と 畔
あ ぜ が み

上 　 茂
しげる

岺樹会賞 時 阿
あ べ

部 賢
け ん じ

二

中野市議会議長賞 節分の落日 小
こ ば や し

林 善
よ し み

美

中野市教育委員会賞 子
こ や ぎ

山羊 岡
お か だ

田 志
し よ こ

代子

会員奨励賞（ローカル賞） ＜道＞ 横
よ こ た

田 義
よ し は る

治

奨励賞（湯本工務店賞） 予感 小
こ ば や し

林 照
て る さ と

里

奨励賞（テレビ北信賞） 北アルプス遠望 滝
た き ざ わ

澤 久
ひ さ お

保

▲中野市長賞「様相2014・出でよピカソ」
審査委員長　野

の ぐ ち

口俊
と し ふ み

文（春陽会会員）
審査委員　山

や ま も と

本嘉
よ し と し

歳、阿
あ べ

部弘
ひろむ

（岺樹会会員）
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子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

子ども
　
少
年
非
行
や
い
じ
め
の
問
題
、
児
童
虐

待
や
児
童
ポ
ル
ノ
な
ど
、
子
ど
も
が
被
害

者
と
な
る
事
件
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い

る
ほ
か
、
違
法
・
有
害
な
情
報
が
氾
濫
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
従
来
型
の
携
帯
電
話
だ
け
で
な

く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
は
じ
め
と
す
る

新
た
な
機
器
の
普
及
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の

情
報
へ
青
少
年
が
接
触
す
る
危
険
性
も
、

今
後
更
に
増
大
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も・

若
者
の
健
や
か
な
育
成
と
社

会
生
活
を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
支
援
を
図
る
た
め
、11
月
を
「
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
と
定
め
、
期

間
中
に
は
次
の
諸
事
業
・
諸
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

青
少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
排
除
県
民
運
動
強
化
月
間

〇
広
報
啓
発
活
動
の
推
進

〇
地
域
に
お
け
る
青
少
年
健
全
育
成
活
動

の
推
進

〇
青
少
年
の
た
め
の
よ
り
よ
い
環
境
づ
く

り
の
推
進

○
青
少
年
の
社
会
参
加
活
動
な
ど
の
促
進

○
青
少
年
の
社
会
的
自
立
支
援
の
促
進

○
明
る
い
家
庭
づ
く
り
の
推
進

○
学
校
教
育
の
充
実
と
関
係
機
関
な
ど
と

の
連
携
の
強
化

○
食
育
の
推
進

○
職
場
に
お
け
る
青
少
年
健
全
育
成
活
動

な
ど
の
促
進

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
課
青
少
年
未
来
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
５
７
）

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

子ども
　
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で

す
。
児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ

き
問
題
で
す
。
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ

る
子
ど
も
が
い
た
り
、
出
産
や
子
育
て
に

悩
む
こ
と
が
あ
れ
ば
、
一
人
で
考
え
込
ま

ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
・
相
談
窓
口

長
野
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
０
２
６
（
２
３
８
）
８
０
１
０

児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
2４
時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
２
６
３
（
９
１
）
２
４
１
０

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）
０
０
０

子
ど
も
相
談
室

☎
�
３
１
９
１

～
た
め
ら
わ
ず 

知
ら
せ
て
つ
な
ぐ 

命
の
輪
～

平成２7年度
保育所利用申し込みの受け付けが始まります

　来年４月から新たに保育所の利用を希望される児童の申し込みを受け付けます。
　なお、「子ども・子育て支援新制度」のスタートに伴い、保育利用申し込みの手続きが変わります。
　※新制度の概要については広報なかの10月号をご覧ください。

○支給認定申請　新制度において、保育所・認定こども園を利用する場合には、お子さんの年齢や保護者
の就労などによる保育・教育の利用希望に応じた３つの区分による認定を受ける必要があります。ま
た、保育を利用する場合には、保育の必要量により「保育標準時間」と「保育短時間」に区分されま
す。支給認定申請は、利用申し込みと合わせて申請してください。
○受付期間　11月25日㈫から12月12日㈮まで
○申込書などの配布場所　11月10日㈪から保育課、各保育所、豊田支所地域振興課、各子育て支援セン
ターにて配布します。
○受付場所　保育課または各保育所
○その他（申請方法など）
・支給認定申請書、利用申込書に関係書類を添えて提出してください。
・育児休業の終了などのため年度途中から保育利用を希望される方、４月から保育所転園を希望される方
もこの期間中にお申し込みください。

・現在、在園している児童で、引き続き利用を希望される場合は、各園で配布する支給認定申請書と継続
希望調書に関係書類を添えて在園している園へ提出してください。

・定員を超えて申し込みがあった保育所については選考となります。第１希望に添えない場合があります
ので、あらかじめご了承ください。

保育所

問い合わせ先　保育課保育係　☎（２２）２１１１（内線２９３）


